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研究成果の概要（和文）：小児期のメンタルヘルスが重要視されている中で、海外では妊娠時の飲酒が児のメン
タルヘルスに与える影響が示唆されてきている。海外での研究は、主に胎児性アルコール症候群やアルコール摂
取量が多いケースである。日本では妊娠時の飲酒は多くはないが、低・中程度の飲酒量においてもエビデンスが
少ないことから、国内での妊娠時の飲酒が思春期の抑うつ状態における影響の検討を行った。出生コホートのデ
ータを用い、傾向スコアによる対象群の抽出を行い検討した結果、妊娠時の飲酒は、飲まなかった場合に比べ
て、1.9倍思春期での抑うつ症状の発現のリスクとなっていた。

研究成果の概要（英文）：With the growing importance of childhood mental health, overseas studies 
have suggested the impact of alcohol consumption during pregnancy on the mental health of the child.
 Overseas studies are mainly cases of fetal alcohol syndrome and high alcohol intake. Since drinking
 during pregnancy is not common in Japan, and there is little evidence even at low and moderate 
levels of alcohol consumption, we examined the effects of drinking during pregnancy on adolescent 
depression in Japan. Using data from a birth cohort, we selected target groups by propensity score 
and found that drinking during pregnancy was associated with 1.9 times greater risk of developing 
depressive symptoms in adolescence than not drinking at all.
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
妊娠時の飲酒は、出産するまでのみならず、出生後にも児に様々な影響があるというエビデンスが蓄積されてい
る。例えば、米国小児学会では、たとえ少量でも妊娠時のアルコール摂取はやめるようにとガイドラインを出し
ている。日本では、近年妊婦の飲酒率は減少傾向にあるが、母子保健活動において啓発活動をする際にも根拠の
バリエーションは必要であり、本研究のような結果は役に立つと思われる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 

 
１．研究開始当初の背景 
小児のうつ病が認識されたのは 40 年ほど前であり、米国では、うつ病の有病率が就学前の小

児で 1％、学童期で 2％、青年期で 5－8％であることが明らかとなった。（1）また、これらの有病
率は近年増加傾向にあり、発症の低年齢化が進んでいる。特に、思春期の抑うつ状況は繰り返さ
れ、成人での精神疾患につながるとして、公衆衛生学的視点からも国際的に大きな問題となって
いる。国内の思春期における抑うつ状態に関する疫学調査は少なく、近年では、新型コロナウイ
ルス感染症流行における環境下での子どもたちの精神的健康に関する関心が高まり、国立成育
医療研究センターが大規模な調査を実施しており、中学生の 22％が抑うつ症状を示していたと
いう報告があった。 
一方で、妊娠期のアルコール摂取が、児の小児期のメンタルヘルスに影響を及ぼすという研究

も各国で行われている。ただし、諸国の研究では、胎児性アルコール症候群やアルコール摂取量
が多いケースでの検討が多く見られ、低・中程度の飲酒量においても、その後の児の成長に影響
を及ぼすというエビデンスは、限られている。 
現在、国内において、出生時から思春期まで追跡をしている研究は少ない。研究代表者らは、

山梨県甲州市をフィールドに、甲州市健康増進課との共同研究として、1988 年に開始された母
子保健縦断調査に関わっている。本調査は甲州市が行政の一環として行っている母子保健事業
であり、妊娠届出時から、乳幼児健診時、母親および児の生活習慣、身体状況などを質問紙、ま
た健診データにより解析することを目的としている。さらに 2008 年からは、市内の小中学生を
対象に、毎年 7 月に思春期調査（児童生徒の心の健康と生活習慣に関する調査）を行っている。
年間出生数は減少傾向にあるが、それぞれ各健診時のデータが集積されている。本研究では、妊
娠届け出時から、中学 3 年生までを追跡して得られたデータを用いる。思春期のメンタルヘル
スを検討する場合、環境要因は大きく、母のメンタルヘルスなどの妊娠時の影響を検討すること
は難しい。しかし本研究では PS マッチングを使い、さらにシブリング解析を行うことで家庭内
の状況を加味して検討を行った。 
 
２．研究の目的 
 思春期（本研究においては中学 3 年生）における抑うつ状況を把握するとともに、妊娠時の母
親の飲酒が思春期の抑うつに影響を及ぼしているかどうかを検討すること。 
 
３．研究の方法 
 対象は、1993 年度から 1999 年に甲州市（旧塩山市）で出生した児 1402 人である。妊娠届出
時に、妊婦本人及びパートナーの年齢、妊婦本人の身長・体重、既往症、喫煙・飲酒を含む生活
習慣、妊娠に対する気持ちや体調などについて質問紙調査を行っている。また、母子管理表によ
り、出生した児の性別、身長・体重などの身体データも抽出を行っている。エンドポイントの中
学 3 年生の抑うつ症状の状態は、「児童生徒の心の健康と生活習慣に関する調査」の中から、 
The Birleson Depression Self-Rating Scale for Children を用いて、36 点満点中 16 点をカ
ットオフポイントとして、抑鬱症状あり群と定義した。傾向スコアによるマッチングを行い、妊
娠時の飲酒が 15 歳での抑うつに影響を及ぼしているかの検討を行った。また、家庭環境などを
調整する方法として、sibling 解析という方法を用いた。兄弟姉妹の環境を同一のものとして仮
定し解析を行うものである。本研究では、対象者の中で、兄弟姉妹を同定し、sibling 解析を行
った。（2）これは、兄弟姉妹で妊娠時の飲酒状況が異なるペアを抜き出し、同一環境の中で暴露の
有無だけ異なると仮定し、ペアの抑うつ合計得点の平均が全体での平均と異なるかどうかを検
討したものである。 
甲州市のデータリンケージを含む本研究については、山梨大学医学部倫理委員会の承認を得て
いる。 

 
４．研究成果 
① 抑うつ症状ありの割合 
妊娠時の主要データが揃っており、思春期データとリンケージできたのは、970 人（男児 509

人 女子 461 人）であった。15 歳における全体の抑うつ症状ありの割合は 17％であった。年度
ごとの割合から増加傾向は認められず、年度により 9％～25％となっていた。また、性別による
抑うつ症状ありの割合は、男子で 11.8％、女子で 23％となっていた。思春期における抑うつ症
状は、男児より女児のほうが多いという先行研究が多く、本研究でも同様の結果となった。また、
甲州市では、5 つの中学校があり、規模も様々だが、学校による特徴は見られなかった。思春期
の調査は毎年 7 月に行っており、メンタルヘルスへの季節性の影響は除外できるが、年度による
抑うつ症状の割合の変化については、今後見守っていく必要があるであろう。 
 

② 妊娠時の飲酒が思春期のメンタルヘルスに与える影響の検討 
対象者の中で、妊娠時に飲酒のある割合は 10.1％であった。 



出生年度別の飲酒率を図１に示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
妊娠時の飲酒については、厚労省の調査結果では、2000 年前後頃の調査では、妊娠時に 1 度

でも飲酒をしていたと答えた割合が 18％だったが、近年は 5～10％と減少傾向となっている。本
研究フィールドでも母子保健活動の一環として啓発活動を行っている。 
次に、SAS○R PSMATCH プロシージャーを用い、児の性別と出生順位、出生体重、妊娠中の喫煙の

有無、妊娠を計画していたか、母の学歴、妊娠時の勤務状況、朝食欠食の有無、妊娠時の体調、
とこれらの変数で妊娠時アルコール暴露群となし群を 1 対 4 で抽出した。PSMATCH により、暴露
群 83 人、対象群 302 人を解析集団として抽出した。 
母集団のベースライン時の特徴を Table1 に示す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

傾向スコアによる抽出された集団において、妊娠時の飲酒が、15 歳時点での抑うつに影響を

及ぼすかの検討をロジスティック解析で行った結果、オッズ比 1.92 95％信頼区間（1.03-3.59）

となった。この結果により、妊娠時の飲酒は、児の思春期でのメンタルヘルスにリスクとなるこ

とが示唆された。海外での先行研究においても、同様の結果がでているが、日本という妊婦の飲

酒割合が低い状況でも、このような結果がでたことは、妊娠時の飲酒に対する啓発活動に役立つ

であろう。米国においては、米小児科学会が、妊娠時には少量であってもアルコールは飲んでは

いけないとガイドラインを出している。なお、本研究では、飲酒量による検討は行っていない。 

 また、対象集団の中で、兄弟姉妹は 453 人（兄弟姉妹が 2 人が 189 組、3 人が 25 組）おり、

この中で、妊娠時の飲酒状況が異なる 64 人の姉妹兄弟間の抑うつ得点の平均点と全体の抑うつ

得点の平均点は、T 検定によりｐ値 0.69 となり、全体の抑うつ得点と有意差はなかった。この

結果により、家庭環境などの影響は大きくないと考えられる。 

 本研究の結果により、妊娠時の飲酒は、児の思春期でのメンタルヘルスに影響を与えているこ

とが明らかとなった。 
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出生年度 

Characteristics

Maternal age, mean (SD)(y) 29.2 (4.1)

Birthweight, mean(SD) (g) 3042.3 (405.6)

Gastational age, mean (SD) (wk) 38.9 (1.5)

Maternal Education (% up to highschool) 48.1

Parity (% 1st) 37.5

Smoking during early pregnancy (%) 6.2

Mother’s health (both physical and mental (%) 43.0

Planned pregnancy yes(%) 47.2

Job status Homemaker (%) 52.5

Table1. Characteristics during pregnancy
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